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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
使用者の骨盤の周囲に巻き付けて当該骨盤を締め付けるための下部帯体（１）と、
使用者の背側から使用者の右側面を通り、使用者の前方正中線から左部分に位置する前記
下部帯体（１）の部位に、腹側端部で着脱可能に結合する右上部帯体（２Ａ）と、
使用者の背面から使用者の左側面を通り、使用者の前方正中線から右部分に位置する前記
下部帯体（１）の部位に、腹側端部で着脱可能に結合する左上部帯体（２Ｂ）と、
前記右上部帯体（２Ａ）および左上部帯体（２Ｂ）の背側端部がそれぞれ下部帯体（１）
に連結され、前記右上部帯体（２Ａ）および左上部帯体（２Ｂ）が使用者の背面側で交差
して形成された背面部（３）とを備えることを特徴とする骨盤矯正帯。
【請求項２】
　前記下部帯体（１）が伸縮可能な材料で構成されていることを特徴とする請求項１に記
載の骨盤矯正帯。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の前記骨盤矯正帯を有することを特徴とする骨盤矯正具。
【請求項４】
骨盤矯正ベルト、骨盤矯正用下着、骨盤矯正用レギンスおよび骨盤矯正用ズボンからなる
群から選択される１つであることを特徴とする請求項３に記載の骨盤矯正具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明は、骨盤矯正帯およびそれを用いた骨盤矯正具に関する。特に、使用時において、
骨盤を構成する腸骨等をカウンターニューテーション優位の状態にさせることで、姿勢お
よび可動域を改善し、筋出力を向上させることができる骨盤矯正帯およびそれを用いた骨
盤矯正具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　骨盤やそれを構成する腸骨等において、これらの正常な位置からズレが生じていると、
腰痛、姿勢悪化などの諸問題が生じる。特に、デスクワークに従事する労働者や出産前後
の女性には、特に顕著に見られる。
【０００３】
そこで、使用者の骨盤の周囲（腰回り）に巻き付けて、骨盤を引き締め、骨盤を構成する
腸骨、仙骨、股関節、坐骨などを正常な位置に戻すことで、腰痛などを改善する骨盤矯正
ベルトが知られている。このような骨盤矯正ベルトは、たとえば、特許文献１などで開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１８－１１４１１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明者は、従来の骨盤矯正ベルトや矯正具（骨盤矯正下着など）の使用時における骨
盤（特に、仙骨や腸骨など骨や関節）の動き（バイオメカニクス）に着目した。
【０００６】
従来の骨盤矯正ベルト等は骨盤を引き締め、骨盤を構成する腸骨、仙骨、股関節、坐骨な
どを正常な位置に戻そうとするものの、図１（Ａ）の矢印に示されるように、骨盤Ｄおよ
びそれを構成する仙骨Ａ、腸骨Ｂ、座骨Ｃなどの運動は「ニューテーション（ｎｕｔａｔ
ｉｏｎ）」優位の状態を示していることが分かった。さらに、骨盤等がこのニューテーシ
ョン優位で固定されると、以下のような状態になることが分かった。
（１）骨盤帯が前方回旋し、仙骨が前方にうなずく状態になり、腰椎の前弯と胸椎の後弯
が強くなること。
（２）（１）により、腰椎、胸椎、頸椎等に過度な負担がかかること。
（３）股関節においては、屈曲および内旋方向の動きが制限され、脊柱の静的安定性およ
び動的安定性が低下すること。
【０００７】
結果として、姿勢の悪化、可動域の低下および筋出力の低下などにより痛みなどの症状が
生じることも見出した。
【０００８】
本発明者は、図１（Ｂ）の矢印で示されるような、「ニューテーション」とは真逆の運動
である「カウンターニューテーション（ｃｏｕｎｔｅｒ－ｎｕｔａｔｉｏｎ）」を示す運
動を起こさせることで、上記（１）～（３）に示されるような課題を解決でき、姿勢およ
び可動域を改善し、筋出力を向上させ、結果として痛みなどの症状が生じにくく、乃至は
低減できることを見出した。
【０００９】
そこで、骨盤矯正ベルトにおいて、「カウンターニューテーション」を生じさせる構造を
鋭意検討し、本発明にかかる骨盤矯正ベルトを完成するに至った。
すなわち、本発明は、使用時において、骨盤を構成する腸骨、仙骨、股関節、坐骨等をカ
ウンターニューテーション優位の状態にさせることで、姿勢および可動域を改善し、筋出
力を向上させることができる骨盤矯正ベルトおよびそれを用いた骨盤矯正具を提供するこ
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とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
［１］　使用者の骨盤の周囲に巻き付けて当該骨盤を締め付けるための下部帯体（１）と
、
使用者の背側から使用者の右側面を通り、使用者の前方正中線から左部分に位置する前記
下部帯体（１）の部位に、腹側端部で着脱可能に結合する右上部帯体（２Ａ）と、
使用者の背面から使用者の左側面を通り、使用者の前方正中線から右部分に位置する前記
下部帯体（１）の部位に、腹側端部で着脱可能に結合する左上部帯体（２Ｂ）と
前記右上部帯体（２Ａ）および左上部帯体（２Ｂ）の背側端部がそれぞれ下部帯体（１）
に連結され、前記右上部帯体（２Ａ）および左上部帯体（２Ｂ）が使用者の背面側で交差
して形成された背面部（３）とを備えることを特徴とする骨盤矯正帯。
［２］　前記下部帯体（１）が伸縮可能な材料で構成されていることを特徴とする［１］
に記載の骨盤矯正帯。
［３］　［１］又は［２］に記載の前記骨盤矯正帯を有することを特徴とする骨盤矯正具
。
［４］　骨盤矯正ベルト、骨盤矯正用下着、骨盤矯正用レギンスおよび骨盤矯正用ズボン
からなる群から選択される１つであることを特徴とする［３］に記載の骨盤矯正具。
【発明の効果】
【００１１】
本発明の骨盤矯正帯によれば、使用時において、骨盤を構成する腸骨、仙骨、股関節、坐
骨等をカウンターニューテーション優位の状態にさせることで、使用者の姿勢および可動
域を改善し、筋出力を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、従来の骨盤矯正帯を使用した際において、使用者の骨盤に生じるニュー
テーション優位の状態（図１（Ａ））および本発明にかかる骨盤矯正帯を使用した際にお
いて、使用者の骨盤に生じるカウンターニューテーション優位の状態（図１（Ｂ））を示
すための図である。
【図２】図２は、本発明にかかる骨盤矯正帯を説明するための図である。
【図３】図３は、本発明にかかる骨盤矯正帯を用いた骨盤矯正ベルトの使用方法を説明す
るための図であり、図３（Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ使用者の背面側および正面側（
腹側）を示す図である。
【図４】図４は、実施例において、骨盤矯正ベルトによる姿勢改善効果を説明するための
図である。
【図５】図５（Ａ）および（Ｂ）は、実施例において、骨盤矯正ベルトによる可動域改善
効果を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明にかかる骨盤矯正帯について、適宜図面を参照しながら、詳細に説明する
。
【００１４】
　本発明にかかる骨盤矯正帯は、図２の付番１０に示されるように、下部帯体（１）１１
を有する。また、この下部帯体（１）１１は、図３（Ａ）および（Ｂ）の付番２１に示さ
れるように、使用者の骨盤の周囲に巻き付けて当該骨盤を締め付けるための部材である。
【００１５】
ここで、図２の付番１１ａと１１ｂに示されるように下部帯体（１）１１の両端部もしく
はその近傍に、マジックテープ（登録商標）、フック構造などの着脱可能な結合手段を有
しする。この結合手段としては、使用者の意図に従って、結合させたり或は外したりする
ことができる構造であれば特に限定されない。
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【００１６】
また、本発明にかかる骨盤矯正帯は、図２の付番１２および図３の付番２２に示されるよ
うに右上部帯体（２Ａ）を有する一方、図２の付番１３および図３の付番２３に示される
ように、左上部帯体（２Ｂ）を有する。図３に示されるように、右上部帯体（２Ａ）は、
使用時において、使用者の背側から使用者の右側面を通り、使用者の前方正中線（ａｎｔ
ｅｒｉｏｒ　ｍｅｄｉａｎ　ｌｉｎｅ）（付番Ｍ）から左部分に（使用者から見て左側に
）位置する前記下部帯体（１）の部位に、腹側端部（図２の付番１２ａ、図３の付番２２
ａ）で着脱可能に結合する。
【００１７】
一方で、図３に示されるように、左上部帯体（２Ｂ）は、使用者の背面から左側面を通り
、使用者の前方正中線（付番Ｍ）から右部分に（使用者から見て右側に）位置する前記下
部帯体（１）の部位に、腹側端部（図２の付番１３ａ、図３の付番２３ａ）で着脱可能に
結合する。ここで、右上部帯体（２Ａ）と左上部帯体（２Ｂ）において、「着脱可能に結
合する」とは、マジックテープ（登録商標）、フック構造などの結合手段を有し、使用者
の意図に従って、結合させたり或は外したりすることができる手段であれば特に限定され
ない。
【００１８】
また、図２に示されるように、右上部帯体（２Ａ）と左上部帯体（２Ｂ）の背側端部１２
ｂ，１３ｂは、下部帯体（１）１１に連結している。また、付番１４に示されるように、
使用者の背面側で交差して背面部（３）が形成されている。すなわち、背面部（３）を形
成するために、右上部帯体（２Ａ）と左上部帯体（２Ｂ）は、それぞれの背側端部１２ｂ
，１３ｂで、下部帯体（１）に斜めになるように連結し、右上部帯体（２Ａ）と左上部帯
体（２Ｂ）とが交差している。
【００１９】
このような構成を有することによって、使用時において、図３の矢印Ｆ１～Ｆ４で示され
るような力が加わる。そして、この力の向きＦ１～Ｆ４は、骨盤を構成する腸骨、仙骨、
股関節、坐骨等を「カウンターニューテーション」優位の状態にさせることができる。そ
のため、使用者の姿勢および可動域を改善し、筋出力を向上させることができる。
【００２０】
前記下部帯体（１）の材質は、特に限定されず、ナイロン、ポリエステルなどが挙げられ
る。
【００２１】
図３の矢印Ｆ１～Ｆ４で示されるような力をさらに大きくすることができ、一層、骨盤を
構成する腸骨、仙骨、股関節、坐骨等をカウンターニューテーション優位の状態にさせる
ことができるという観点からは、前記下部帯体（１）が伸縮可能な材料で構成されている
ことが好ましい。
ここで、伸縮可能な材料としては、ゴムなどが挙げられる。
【００２２】
また、本発明にかかる骨盤矯正具は、上記前記骨盤矯正帯を有することを特徴とする。ま
た、このような骨盤矯正具としては、特に限定されないが、たとえば骨盤矯正ベルト、骨
盤矯正用下着、骨盤矯正用レギンス、骨盤矯正用ズボンなどが挙げられる。
【００２３】
使用時においては、まず、図３で示すように、使用者は、下部帯体（１）２１を使用者の
骨盤の周囲（腰回り）に巻き付け、当該骨盤を締め付ける。
【００２４】
次いで、右上部帯体（２Ａ）２２を、使用者の背側から使用者の右側面を通り、使用者の
前方正中線Ｍから左部分に位置する下部帯体（１）2１の部位に、腹側端部２２ａで結合
する。
【００２５】
一方で、左上部帯体（２Ｂ）２３を、使用者の背側から使用者の左側面を通り、使用者の
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前方正中線Ｍから右部分に位置する下部帯体（１）２１の部位に、腹側端部２３aで結合
する。
【００２６】
このとき、図３（Ｂ）に示されるように、腹側面において右上部帯体（２Ａ）２２と左上
部帯体（２Ｂ）２３は交差する（使用者の腹側面においてＸ字を形成する）。
【００２７】
なお、左上部帯体（２Ｂ）を使用者の前方正中線から右部分に位置する下部帯体（１）の
部位に、腹側端部で結合させた後、右上部帯体（２Ａ）を使用者の前方正中線から左部分
に位置する下部帯体（１）の部位に、腹側端部で結合させてもよい。
【００２８】
本発明にかかる骨盤矯正帯や骨盤矯正具を、このように使用することにより、骨盤を構成
する腸骨等をカウンターニューテーション優位の状態にさせ、使用者の姿勢および可動域
を改善し、筋出力を向上させることができる。
【実施例】
【００２９】
　以下、実施例を用いて本発明を具体的に説明するが、実施例の記載は、本発明の範囲を
制限する者ではない。
【００３０】
　被験者に、本発明にかかる骨盤矯正ベルトを着用させ、骨盤を構成する腸骨等をカウン
ターニューテーション優位の状態にさせた。
【００３１】
次いで、骨盤矯正ベルトを外した後、被験者の姿勢改善効果、肩関節および首関節の可動
域の改善効果、および筋出力効果を検証した。
【００３２】
まず、図４に示されるように、着用前後で、被験者の耳、肩および肘の位置を対比すると
、着用後の被験者においては、耳、肩および肘は正常な位置に改善した。すなわち、本発
明にかかる骨盤矯正ベルトは、顕著な姿勢改善効果を発揮することが理解される。
【００３３】
また、図５に示されるように、当該骨盤矯正ベルトの着用前後で対比すると、着用後では
可動域が顕著に改善していることが理解できる。より詳細には、脊柱屈曲、脊柱伸展、脊
柱回旋、脊柱側屈、肩屈曲、肩外転はいずれも改善し、首屈曲、首伸展、首回旋、首側屈
のいずれも改善している。すなわち、本発明にかかる骨盤矯正ベルトは、肩関節および首
関節の可動域が顕著に改善することが理解される。
【００３４】
また、筋出力検査に供すると、本発明の骨盤矯正ベルトを着用によって、大腿四頭筋、ハ
ムストリングス、腸骨筋、下腿三頭筋、三角筋、広背筋、大胸筋、腹斜筋のいずれも筋出
力が上がったことが分かった。すなわち、本発明にかかる骨盤矯正ベルトは、筋出力が顕
著に向上することが理解される。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
本発明によれば、骨盤を構成する腸骨等をカウンターニューテーション優位の状態にさせ
ることで、使用者の姿勢および可動域を改善し、筋出力を向上させることができる骨盤矯
正帯およびそれを用いた骨盤矯正ベルトなどの骨盤矯正具を提供することができる。
【符号の説明】
【００３６】
Ａ：仙骨
Ｂ：腸骨
Ｃ：座骨
Ｄ：骨盤
１０、２０：　本発明にかかる骨盤矯正帯
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１１、２１：下部帯体（１）
１１ａ、１１ｂ：下部帯体（１）の端部
１２、２２：右上部帯体（２Ａ）
１２ａ、２２ａ：　右上部帯体（２Ａ）の腹側端部
１２ｂ：右上部帯体（２Ａ）の背側端部
１３、２３：左上部帯体（２Ｂ）
１３ａ、２３ａ：　左上部帯体（２Ｂ）の腹側端部
１３ｂ：左上部帯体（２Ｂ）の背側端部
１４：背面部（３）
Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３，Ｆ４：本発明にかかる骨盤矯正帯を使用することによって生じる力の
向き
Ｍ：前方正中線

 

【要約】
【課題】使用時において、骨盤を構成する腸骨等をカウンターニューテーション優位の状
態にさせることで、姿勢および可動域を改善し、筋出力を向上させることができる骨盤矯
正帯を提供すること。
【解決手段】本発明にかかる骨盤矯正帯は、所定の下部帯体（１）と所定の右上部帯体（
２Ａ）と所定の左上部帯体（２Ｂ）とを備え、前記右上部帯体（２Ａ）および左上部帯体
（２Ｂ）の背側端部がそれぞれ下部帯体（１）に連結され、前記右上部帯体（２Ａ）およ
び左上部帯体（２Ｂ）が使用者の背面側で交差して形成された背面部（３）とを備えるこ
とを特徴とする。
【選択図】図２

【図１】

【図２】

【図３】
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